
混紡繊維

混紡繊維を分ける技術開発
綿・ポリエステル・ナイロンなどを分別する

 研究技術 

 材　料 
※塩を混入した持久性・伝導性のある有機溶液「3-methy-N-butylpyridinium」+水　を使用し、
綿とポリエステルの混紡繊維（ポリエステル /綿＝ 65/35）を使用します。

※研究実験
　10回の繰り返し使用中でも「[C4mpy]+Cl-」液は非揮発性液なので混紡繊維の溶融性能の変化は、
ありませんでした。
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※混紡繊維分離イオン液（[C4mpy]+Cl-）は綿とポリエステル、綿とナイロンなどの混紡繊維を溶
融するのに適しています。繰り返しの使用ができ、溶融効率の低下も見られません。
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繊維リサイクルのための混紡繊維素材分離技術
フィブロインコンポジットの開発
触媒機能紙の開発
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